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＜連絡事項＞
・田中Dｒ当直日の際、精神指定医の診察が必要な指示受けは田中Drへ報告後オンコールのDrへ指示受けして下さい。
＜患者様連絡事項＞
・下村　慶子様～M-T、膀胱留置カテーテル交換。排便-7日の為、ケンエーG浣腸60ml処方となり施行。
・大澤 廣子様～夫様より義歯調整の為歯科受診希望あり、医事へ予約し11/30の受診となる。

＜隔離・拘束患者様状態報告＞
・袴田　将志様～終日隔離中。午前・午後2時間ずつの開放観察実施している。飲水行為見られており、介入するが無言のまま反応なし。眼光の鋭さ見られている。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。

・藤井　崇史様～時間隔離中。開放観察中に喫煙室にてシャドーボクシングを行っている事あり。大声での独語や他者に対しての妄想発言聞かれているが、対応は穏やか。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。

・澤村　彬様～終日隔離中。午前・午後1時間ずつの開放観察実施している。開放観察中、飲水行動や奇声をあげての徘徊見られるが、他者トラブルなく経過。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善が出来るよう看護介入を行っていく。

・神田　直樹様～終日隔離中。本日より午前午後2時間ずつ開放観察実施。臥床して過ごす事多いが、入浴対応後はホールで過ごしている。気分高揚さは無く、他者への話しかけも目立たない。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。
＜要注目患者情報＞
・夏坂　浩美様～バイタルサイン異常無し。食事は自力摂取出来ているが、易疲労感の訴えあり。脱力は見られないが、全身蒼白と倦怠感は持続。
・下村　慶子様～疼痛の訴えは持続。全身の発赤と掻痒感は持続している。介入やケアに対して拒否的だが、説明にて実施している。
・高屋敷　良子様～体温37.2℃　酸素2L流入にて酸素飽和濃度99％で経過するが、マスクを外すと酸素飽和濃度低下あり。四肢末梢の冷感見られている。食事は昨日夕から絶食、服薬は茶寒天にてむせ込み無く服用している。
・越後　京子様～昨日入院後には環境への不満訴えるが、説明にて対応穏やか。疎通は良好で他者と交流持ち過ごしている。
・逸見　正浩様～食事以外は自室で過ごしている。頭痛以外は不調の訴え無く、不穏さもなく経過。スタッフへ日課や治療方針について質問することはあるが、説明に了承されている。

・松村　博美様～自分の杖を探して徘徊する様子見られるが、不機嫌さは無い。対応後は穏やかに過ごしている。
・泉山　紀子様～朝食後薬服用時に11/22～11/25の内服薬がカートから紛失しており、ホールのごみ箱に空が入っているのを発見。本人に確認すると「盗って飲んだ」と話している。馬渡Drへ報告し不足分の処方を受け、本日の夕食後薬は服用中止。本人に振り変えると「反省してます」と話すが、隠れ飲水見られており、ホールにて故意に倒れ込もうとする様子見られる。

＜田名部Dr診察情報＞
・澤村　彬様～臨時薬内のレボトミン中止となり、レキサルティ（1）1T/1×夕　追加され、他同内容7日分処方となる。
・袴田　将志様～臨時薬内のインヴェガ2T→1Tに減量となり、他同内容で7日分処方。

・藤井　孝蔵様～臨時薬ビペリデン3T→2Tへ減量、センナリド1T→2Tへ増量となり、他同内容で7日分処方。

・小向　静江様～臨時薬内のセンナリド2T→3Tへ増量となり、他同内容で7日分処方。
・工藤　悦子様～臨時薬オランザピン2.5㎎→1.25㎎へ減量、クエチアピン（25）2T/2×追加処方となり、他同内容で7日分処方。
・大澤　廣子様～臨時薬内のオランザピン1.25→2.5へ増量となり、他同内容で7日分処方。
・沢田　徳則様～椎間板ヘルニアの疼痛訴え、臨時薬内にセレコックス（100）2T、メコバラミン（500）2T/2×追加処方となり、他同内容で7日分処方。
・鎌田　慶一郎様～臨時薬同内容で7日分処方。
・小澤　和子様～臨時薬にシクレスト（5）2T/2×追加処方となり、他同内容で7日分処方。
・中村　美代子様～臨時薬同内容で7日分処方。ハップスター2袋処方となる。
・高屋敷　良子様～臨時薬内の抑肝散中止となり、心電図上、心房細動、頻脈あるため、リクシアナOD（30）1T/1×朝が追加処方となり、他同内容で7日分処方。本日の胸部Ⅹ-Pの結果、肺炎の診断となっている。
・佐々木　尚子様～臨時薬同内容で7日分処方。
・安達　貴浩様～右鼻部に湿疹あり。化膿は無いが、疼痛訴えビダラビン2ｇ1本処方となる。
・松村　博美様～臨時薬内にメマリー（5）1T/1×朝　追加処方となり、他同内容で2日分処方。
・吉島　知寿子様～臨時薬同内容で7日分処方となる。
・逸見　正浩様～持参薬は内服継続となり、臨時薬でレボトミン（5）2T/1×夕　追加処方となり、頭痛時のIFオーダーでカロナール（200）1T/7回分処方となっている。
＜皮膚科診察＞
・小向　静江様～同前処置指示

・夏坂　浩美様～同前処置指示

・下村　慶子様～同前処置指示
　　　　　　　　11/26～プレドニゾロン（5）2錠　2×朝夕に減量処方あり
　　　　　　　　　　　　タベジール2錠　2×朝夕継続処方

・鎌田　慶一郎様～同前処置指示

・木村　美智子様～同前処置指示

・水梨　孝純様～同前処置指示
・泉山　紀子様～同前処置指示
・飯田　修子様～同前処置指示

　　　　　　　　11/27～レボフラキサシン（500）1錠1×朝　3日分継続処方あり

・木村　格治様～同前処置指示

・越後　京子様～頭髪の脱毛あり。びまん性脱毛症　フロジン液　頭部塗布指示あり
＜新入院患者様　情報＞
氏    名：逸見　正浩様（へんみ　まさひろ様）

生年月日：昭和37年5月21日　56歳

病    名：軽度知的障害、適応障害

性    別：男性

主治医  ：田名部Dr

入院形態：医療保護入院

（経緯）

　現在やまばと寮入所中。職員からの話によると1ヶ月くらい前から落ち着かない状況があったという。

　H30年11月21日、正月の予定を立てていたが決まらなかった事で苛々や不穏が強まり、それを理解出来ずに朝から興奮したり暴力行為も生じていたと言う。

　同日17：50当院受診。来院時は大体静穏であったが施設職員としては入院を希望。本人は入院に抵抗は無い様子であるが、判断能力が低いと考えられるため、H30年11月21日　18：01　東Aユニット8号室へ医療保護入院となる。
（備考）
・洗濯は施設スタッフ（週1回来院予定）
・買い物は売店購入、月1万円以内。オムツは施設へ依頼し持参
・薬は月曜日に施設スタッフが持参予定（軟膏・点眼薬・頓服）
・緊急時は搬送希望、搬送先希望無し
・正月は兄宅へ外泊予定。行け入れは可能だが日程には未定
